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2. 衛星データの入手（利用分野の選定から衛星画像データの注文まで） 

衛星データの入手をフロー図に表すと図 2-1 のようになる。 

 
図 2-1 衛星データ入手フロー

2.1(1)項、表 2.1-1 を参照

2.1(2)項、表 2.1-2 を参照

2.1(3)項、表 2.1-3、4 を参照

表 2.1-4

を参照 

表 2.1-4 を参照 

表 2.1-4

を参照 
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2.1 入手するデータを決める 

  

（1）主題図の確定 

衛星データからどのような結果を得るかによって、同じ衛星からであっても入手す

るデータは違ってくる。このため、衛星データ処理後の図がどのようなものであるか

を、決めておく必要がある。この図を「主題図」と呼ぶ。表 2.1-1 に国土管理を対象

とした適用分野と主題図の関係を示す。 
 

（2）センサの波長帯と分解能の選択 
主題図が確定したならば、次にセンサの波長帯（可視・近赤外、中間赤外、熱赤外

の別）と分解能を表 2.1-2 から選択する。 
分解能が小さいほど、詳細な情報を得ることができるが、あまり分解能を小さくと

ると、１シーンのカバー範囲が小さくなり、同一範囲のデータではデータ量が非常に

大きくなってしまうため、あまりおすすめできない。 
また、一般的にはマルチ(カラー)画像よりもパンクロ（白黒）画像の方が高い解像

度を得られるため、マルチ画像とパンクロ画像を合成処理することによって高解像度

のカラー画像（パンシャープン画像）を合成することも簡単に実現出来る。 

 

（3）対象となる衛星とデータ配信機関をみつける 
 波長帯と分解能の確定後、表 2.1-3 から対象となる衛星を決め、表 2-4 から国内の

データ配信機関を求める。 
 表 2.1-4 には配信機関の URL が記述されており、観測済の衛星画像（ブラウズ画

像）をインターネット経由で確認できる配信機関もある。 
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表 2.1-1 国土管理を対象とした適用分野と主題図 
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表 2.1-2 主題図とセンサの波長帯と分解能の関係 

パンクロ マルチ

海水輝度温度分布図

土地被覆分類図
浸水領域の抽出図

干拓地の経年変化図
河道の経年変化図

都市形成の経年変化図
埋立地の経年変化図

都市内河川の経年変化図
緑被抽出図

積雪分布図

2.5ｍ

注： 分解能１ｍ級マルチ画像は、分解能１ｍ級パンクロ画像を用いて分解能４ｍ級マルチ画像を高解像度処理（パン・シャープ
ン処理とも言う）することにより得ることができる。

0.6～1ｍ

ｸﾛﾛﾌｨﾙ濃度分布図
植生回復施設の抽出図

植生分類図
汀線抽出図
海浜抽出図

ﾒﾋﾙｷﾞ産地の抽出図
空港内の施設分布図

地すべり防止施設の位置図
崩壊個所抽出図

IC内の植生分布図
PA内の車両抽出図

路側・中央分離帯植生分布図
道路構造物の識別図

道路建設現場の把握図
干拓地の経年変化図
産業廃棄物の分布図
河道の経年変化図

＞30ｍ

分解能

波長帯

可視・近赤外
中間赤外 熱赤外

１５～30ｍ

10～１５ｍ

３～5ｍ

湿原の植生指標図
濁度分布図

ｸﾛﾛﾌｨﾙ濃度分布図
干地の植生分布図
流況ﾊﾟﾀｰﾝ図（濁度）

波向図
火山灰分布図

流出土砂分布図
斜面安定性評価図

赤潮の分布図
緑被抽出図

ｸﾛﾛﾌｨﾙ濃度分布図
土地被覆分類図

流況ﾊﾟﾀｰﾝ季節変化図
積雪分布図

干拓地の経年変化図
河道の経年変化図
土地分級評価図

都市内河川の経年変化図



 8

表 2.1-3 センサの種類と衛星の関係 

 
表 2.1-4 衛星データの国内配信機関 

パンクロ マルチ

TERRA Radarsat (ScanSARﾓｰﾄﾞ)

LANDSAT-7

LANDSAT-7

IRS-1C、１D TERRA

SPOT-4

LANDSAT-7 TERRA
Radarsat (Fineﾓｰﾄﾞ)

SPOT-4 ALOS

IRS-1C、１D

Radarsat-2
*
 (Fineﾓｰﾄﾞ）

2.5ｍ
SPOT-5

*

ALOS
*

合成開口レーダ

ERS-1,-2

Radarsat (Standardﾓｰﾄﾞ）

注：*を付した衛星は今後打ち上げ予定の衛星である。（SPOT-5：２００２年、Radarsat-2：２００３年、ALOS：２００４年）

可視・近赤外
中間赤外 熱赤外

波長帯

＞30ｍ

分解能

１５～30ｍ

10～１５ｍ

IKONOS
QuikcBird

IKONOS
QuikcBird

３～5ｍ

0.6～1ｍ

（RESTEC） 

No. 衛星名 センサー 衛星画像プロバイダー名 URL アクセスポイント ＴＥＬ ＦＡＸ

1 Landsat TM/MSS/ETM （財）リモート・センシング技術センター（RESTEChttp://www.restec.or.jp/ 利用推進部 03-5561-9777 03-5574-8515

2 SPOT-1/2/3/4 HRV/HRVIR

3 MOS-1/1b MESSR/MSR/VTIR

4 JERS-1 OPS/SAR

5 ERS-1/2 AMI SAR

6 ADEOS AVNIR

7 Radarsat SAR

8 IRS-1C/1D LISS3/PAN

9 ALOS PRISM/AVNIR-2/PALSAR

10 TERRA ASTER （財）資源・環境観測解析センター（ERSDAC） http://www.ersdac.or.jp/
ASTER GDS利用
者サービス 03-3533-9388 03-3533-9390

11 IKONOS PAN/MULTI 日本スペースイメージング株式会社(JSI) http://www.spaceimaging.co.jp/営業部 03-5204-2736 03-5204-2730

12 QuickBird PAN/MULTI 日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 http://www.hitachi-sk.co.jp/ パッケージ営業部 045-681-3764

13 OrbView-3 PAN/MULTI 株式会社ＮＴＴデータ http://www.nttdata.co.jp/

公共システム事業
本部 社会情報シ
ステム事業部 第
四企画開発部 03-3224-2345  03- 3224-2341
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2.2 データの入手手続を行う 

災害発生等による観測要求を伴う場合と観測済みのアーカイブ（蓄積）データを使用

する場合とでデータ入手フローが異なるが、原則的には図 2-1 に示すようなデータ注文

書によるデータ要求である。従って、以下の入手手続きは紙ベースによるデータ要求手

続きを示しているが、一部の機関では機関が用意する WEB 画面から、事前にユーザ登

録したユーザについては、オンラインでユーザ認証した後、画像データの検索やデータ

注文を行うことが可能となっている。 
 
（1）災害発生等による観測要求を伴う場合（図 2-1 アの場合）では、各データ機関機

関が用意する注文書に観測、観測日、観測場所等の必要事項を記入したものをデータ配

信機関に送付（FAX）し、画像配信機関から観測の可否、観測時間及び観測場所、要求

に基づく観測が実施されるかを確認する。観測されない場合は、他の衛星からデータを

取得するなど他の方法を選ぶ。 
 
（2）観測済みのアーカイブ（蓄積）データを使用する場合（図 2-1 イの場合）は、希

望するデータを WEB、電話等により確認しデータの入手可否を判断した後に、各デー

タ機関機関が用意する注文書に観測日、観測場所等の必要事項を記入したものをデータ

配信機関に送付（FAX）する。 
 
（3）上記（1）、（2）のいずれの場合もデータの注文書がデータ配信機関で受け付けら

れると、規定の期日までにオフライン媒体（CD-ROM、８mm テープ、MO 等）等でデ

ータが要求者にデータ配信機関から送付されてくる。 
 
以下の項に主要なデータ配信機関の代表的な衛星データを注文する場合の注文方法

について説明する。 
 

・Landsat ： リモート・センシング技術センター（RESTEC）→2.2.1 項 
・ASTER ： 資源・環境観測解析センター（ERSDAC）   →2.2.2 項 
・IKONOS ： 日本スペースイメージング (JSI)        →2.2.3 項 
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2.2.1 RESTEC へのデータ注文について 

RESTEC へのデータ注文は、RESTEC が現在提供している衛星画像データ（表 2.1-4
の 1～8 項、但し 9 項 ALOS については今後提供予定）すべてについて、共通的な手順

で行なわれ、上記の 2.2項(1) 災害発生等による観測要求を伴う場合（図 2-1アの場合）、

(2) 観測済みのアーカイブ（蓄積）データを使用する場合（図 2-1 イの場合）とも、衛

星毎に異なるデータ注文書をインターネット等でダウンロードしてその注文書に必要

事項を記載した後、RESTEC に送付することで行われる。 
2.2 項（2）観測済みのアーカイブ（蓄積）データを使用する場合（図 2-1 イの場合）

は、データ注文書を記載する際にアーカイブされた画像の種々の情報（センサ名、観測

日時、観測位置等）を記入する必要があるため、要求時に NASDA 地球観測センター

（EOC）がインターネット経由でユーザ提供している地球観測情報システムＷＷＷサー

ビス（EUS/WWW）により、該当するデータを検索してその検索情報を注文書に記載

することが必要となる。 
 

 
（１）地球観測情報システムＷＷＷサービス（EUS/WWW）について 

EUS/WWW は、NASDA/EOC(EOIS)及び NASA のサーバ(EOSDIS)で提供される各

種サービスを WWW ブラウザで利用するための総合オンライン情報サービスで、ユー

ザは EUS/WWW から利用したいサービスを選択し、検索条件等のパラメータを入力し

て検索要求を送信することにより、各サーバから検索結果を受信し、表示することがで

きる。また、NASDA/EOC に許可されたユーザ（登録ユーザ）は検索結果から画像を

注文することもできる。 
 

EUS/WWW の URL : http://eus.eoc.nasda.go.jp/ 
 
EUS/WWWの操作手順についてはEUS/WWWマニュアルを付録として添付するが、

上記の URLにアクセスして EUS/WWWマニュアル(PDF 2.8MB)をダウンロードもで

きる。同マニュアルから以下の内容について抜粋して掲載する。 
 
１）EUS/WWW ゲートウェイユーザズマニュアル目次 
２）EUS/WWW ゲートウェイシステムの概要 
３）EUS/WWW サービスを利用したい時のログイン 
４）カタログ検索方法 
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1）EUS/WWW ゲートウェイユーザズマニュアル目次 
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２）EUS/WWW ゲートウェイシステムの概要 
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３）EUS/WWW サービスを利用したい時のログイン 
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４）カタログ検索方法 
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（２）データ注文書の記載方法 
 
LANDSAT 画像データを注文する場合のデータ注文書の記載方法を以下に述べるが、

RESTEC が現在提供している衛星画像データ（表 2-4 の 1～8 項、但し 9 項 ALOS に

ついては今後提供予定）すべてについては、衛星毎に若干異なるデータ注文書をダウン

ロードして同様の要領で記載する。 
 
■データ注文書（LANDSAT-4,5,7） 

 
図 2.2.1-1 LANDSAT４・５号データ注文書記入例 (宇宙開発事業団受信分) 

 
①センサコード： 希望のセンサコードを記入する。（図 2.2.1-2 参照１）  
センサ名 MSS  ====>  MSS センサコード    

TM  ====>  TM 
     ETM ====>  ETM 

②データコード： 希望の製品コードを記入する。（図 2.2.1-5、6 価格表参照） 
③パス－ロウ： 希望のパス－ロウ（画像番号）を記入する。 

（図 2.2.1-2 参照１及び図 2.2.1-4 ） 
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④ロウシフト： 画像の領域を上下にずらす場合に 10 段階で指定できる。 
ずらす必要のない場合には、記入の必要はいらない。 

（図 2.2.1-3 参照２） 
 

⑤観測年月日 ： 検索した結果から希望のデータ（画像）を取得した日付けを記入する。         

（図 2.2.1-2 参照１）    
⑥サブシーン ： 記入の必要はない。 
⑦バンド  ： 記入の必要はない。  
⑧衛星番号  ：希望のデータ（画像）を取得した衛星の番号を記入する。 

（図 2.2.1-2 参照１） 
⑨地上局 ： 希望のデータ（画像）を取得した地上局のコードを数字で記入する。  
⑩画像切出し位置： 記入の必要はない。 
⑪マルチファイル：  複数のデータ（画像）を同一メディアで希望の場合に記入する。   

・グループ ：複数画像をグループ分けした番号  
・順番   ：グループ内での格納順  

必要のない場合は、未記入でよい。   
⑫数量 ：希望の数量を記入する。  
⑬金額 ：価格表の税抜き単価に数量を掛けた金額を記入する。 
⑭合計 ：合計金額を記入する。 
⑮利用分野  ：今回、どのような分野で利用するかを１つ選択する。  
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■ EUS/WWW によるデータ検索 
 

 

 

図 2.2.1-2 EUS/WWW サービスカタログ検索結果 

 

 

図 2.2.1-3 ロウシフト（シーンセンター移動）について 
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図 2.2.1-4 LANDSAT４・５号用カバレッジマップ 
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図 2.2.1-5 LANDSAT-4・5 号（MSS/TM）価格表及びデータコード表 
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図 2.2.1-6 LANDSAT-７（ETM+）価格表及びデータコード表 
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2.2.2 ERSDAC へのデータ注文について 

ASTER データを初めて入手したい方のための全体手順について以下のフローチャート

を示す。ASTER GDS が提供する各サービスを利用して、ASTER データを入手することが

できる。（ASTER データはプロダクトとも呼ばれる。） 
 

（１） ASTER データ入手のためのフローチャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2.2-1 ASTER データ入手フローチャート 
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（２）プロダクト配布・処理サービスについて  
ASTER GDS に保存されているプロダクツについてユーザが配布を要求したり、基プロ

ダクツから高次プロダクツの作成処理要求（以下、DPR（プロダクト要求）という）を行

い、希望する処理レベルのプロダクツを入手することができる。上記のフローチャートの

該当箇所で行う ASTER GDS が提供する各サービスは、ブラウザ画面で起動される「GDS
利用者窓口システム」のホームページから提供される。 

 
（URL: http://imsweb.aster.ersdac.or.jp/ims/html/MainMenu/MainMenu_j.html） 

 
■ ユーザには配布媒体にて希望するプロダクツを ASTER GDS より送付する。 
■ （ASTER GDS にユーザ登録をされたユーザで、一般ユーザと共同研究者の方は、

配布媒体が CD-ROM となる。） 
■ 本サービスを利用するには、ASTER GDS へのユーザ登録が必要となる。（ユーザ

の登録につては、次項の『ユーザ登録のしかた』を参照のこと。） 
■ 本サービスには、プロダクツ配布後のプロダクツ配布／処理の進捗状況の確認やプ

ロダクツ配布／処理要求の取り消しもできる。 
■ プロダクツの配布に際しては、「ASTER データ配布規約」に同意し承認の上で申込

むこと。 
■ プロダクツの配布代金は、１グラニュール 9,800 円（媒体料・送料込、税別）とな

り、プロダクツの配布注文を GDS に申込んでから前払い請求となる。GDS での入

金確認後にプロダクツの生産を開始し配布媒体での発送になる。 
■ 基プロダクツから高次プロダクツの作成処理については、下表［生成プロダクツと

基プロダクツの依存関係］を参照のこと。 
 

表 2.2.2-1 生成プロダクツと基プロダクツの依存関係 
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［プロダクツ配布／処理要求の利用手順］ 
ASTER プロダクツの配布注文をするには以下の手順に従う。 

 
(1) GDS 利用者窓口システムのホームページ を起動させる。GDS 利用者窓口システ

ムの操作方法は、<Help>ボタンから起動される Help 情報で見られる。なお、GDS 利

用者窓口システムのホームページ に行ってから、ホームページからプロダクツの配布

注文を行うまでの簡易操作マニュアルが準備されているので、必要に応じてダウンロ

ードして利用すること。 
 
(2) ユーザ認証  
① プロダクツ配布注文を行うために、配布注文をするプロダクツかあるかどうかの検

索を行う必要がある。プロダクツの検索については、ASTER GDS の登録ユーザで

ログイン名とパスワードの発行を受けていない方で、かつ GDS 利用者窓口システ

ムにてユーザ認証を行わずとも実行できるが、プロダクツの配布注文のお申込みを 
GDS 利用者窓口システムのホームページ から直接行うことはできない。（ GDS
利用者窓口システムのホームページ から直接申込みできない方は、以下(3)の手順

後(4)の手順にて対応している。） 
② ASTER GDS の登録ユーザで、ログイン名とパスワードの発行を受けた方は、GDS

利用者窓口システムのホームページ でユーザ認証を行う。 
③ GDS 利用者窓口システム の『メインメニュー』画面から『ユーザ認証』メニュー

を選択して、『ユーザ認証』画面でログイン名とパスワードを入力し、<ユーザ認証

>ボタンを押す。GDS 利用者窓口システム でユーザ認証が行われ、『メインメニュ

ー』画面に戻る。 
  

(3) 配布注文プロダクツの検索  
① 配布注文をするプロダクツの検索を行うには、GDS 利用者窓口システムのホーム

ページ の『メインメニュー』画面から『DPR（プロダクツ要求）』を選択する。 
② 『DPR（プロダクツ要求）メニュー』画面から、『DPR Search』を選択する。こ

こから起動される『DPR Search』画面にて、プロダクツの検索を行う。 
③ 検索タイプは、ディレクトリ検索とインベントリ検索の 2 種類があるが、プロダク

ツの配布注文を行うには、「インベントリ検索」を選択する。 
④ 「インベントリ検索」での検索指定条件項目のうち、必ず指定しなければならない

項目は強調表示されている。検索指定条件項目設定後、<検索実行>ボタンを押すこ

とにより検索が開始される。検索中は、『インベントリ検索状況』画面が表示され

る。（この画面では、<新規検索>ボタン押下による新しい検索、<アポート検索>ボ
タン押下による検索の中止の指定ができる。） 
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⑤ 検索結果として、『DPR Inventory Search Result』画面が表示される。画面上部に

検索条件が、下部には検索条件を満たしたプロダクツのグラニュール情報が一覧表

示される。 
⑥ 一覧に表示されたグラニュールを選択して、「インベントリ詳細情報」、「カバレッ

ジマップ」、「ブラウズ」、「コアメタデータ」、「スペシフックメタデータ」タグの中

から見たい情報のタグを選択すると該当情報を参照することができる。 
 

(4) プロダクツ配布注文の申込み  
申込み方法は、以下、ログイン名･パスワードを持っている方と持っていない方の 2 通

りあるので該当する方法に従うこと。 
 
■ログイン名･パスワードを持っている方 

 
① ログイン名とパスワードを持っているユーザの方で、上記(2)でユーザ認証を受けた

方は、GDS 利用者窓口システム において、プロダクツ検索結果として表示された

『DPR Inventory Search Result』画面で<グラニュールの選択>ボタンを押し、必

要なプロダクト（グラニュール ID）を指定する。この時、複数のプロダクトを指

定できる。一覧で指定したプロダクト（グラニュール ID）の「プロダクツ注文の

有無」欄が”Yes”になる。また、一覧で該当プロダクト（グラニュール ID）をマ

ウスでクリック後、「インベントリ詳細情報」タグを選び、インベントリ詳細情報

を確認し、『インベントリ詳細情報』タグ画面の「プロダクト注文の有無」チェッ

クボックスをチェックしても「プロダクツ注文の有無」欄が”Yes”になる。（一覧

でのグラニュールの選択解除は、<グラニュールの非選択>ボタン押下により解除可

能。） 
② グラニュールの選択後、<プロダクトの注文>ボタンを押して下さい。指定されたプ

ロダクト（グラニュール ID）が『Product Estimate/Order』画面に一覧表示され

る。 
③ プロダクト（グラニュール ID）をどのような配布媒体及びフォーマットで出力す

るかを決定する。一覧にて、該当するプロダクト（グラニュール ID）をマウスで

クリックした後、<配布媒体及びフォーマット選択>ボタンを押す。 
④ 『Product Estimate/Order』画面に『配布媒体及びフォーマット選択画面』が表示

されるので、”媒体種別”、”データフォーマット”、”切り出しセンサ名”を指定す

る。指定後、<OK>ボタンを押すと、一覧表に戻り、該当プロダクト（グラニュー

ル ID）の媒体種別、データフォーマット、切り出しセンサ名の欄に指定した値が

表示される。 
⑤ 基になるレベル１A のプロダクト（グラニュール ID）があるのに、それを基にし
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た欲しいレベルのプロダクトがない場合は作成処理要求ができる。基になるプロダ

クツと作成されるプロダクツの関係については、同ページ内の［生成プロダクツと

基プロダクツの依存関係］を参照のこと。 
⑥ 『Product Estimate/Order』画面の一覧にて、該当の基になるプロダクト（グラニ

ュール ID）をマウスでクリックした後、希望するレベルのプロダクトを作成する

ために、<PG パラメータ>ボタンを押し、処理パラメータの設定を行う。 
⑦ <PG パラメータ>ボタンを押すと、『Product Generation パラメータ画面』が表示

されるので、「PG」欄を”Yes”にし、「最終プロダクト種別」欄で配布を希望する

プロダクトを指定する。最終プロダクトを選択したことにより、「配布 & 中間プ

ロダクト」欄にパラメータの設定が必要なプロダクトのレベルが表示される。「配

布&中間プロダクト」欄に表示されたプロダクトのレベルを選択すると、選択した

プロダクトのレベルに対応する Product Generation パラメータが画面下部のパネ

ルに自動的に表示されるので、このパネルでパラメータを指定する。パラメータの

設定後、<設定>ボタンを押し、「配布 & 中間プロダクト」欄の「パラメータの設

定状」”欄が”Customized Set”になる。（”Set by Default”のままで、『Product 
Generation パラメータ画面』の<OK>ボタンを押すとデフォルト値が設定される。）

<OK>ボタンを押すと、『Product Generation パラメータ画面』から一覧表に戻り、

該当プロダクト（グラニュール ID）の「PG」、「PG 設定」欄が”Yes”になる。 
⑧ プロダクトの各レベルのパラメータの内容は以下を参照のこと。 

 
表 2.2.2-2 プロダクツ PG パラメータの一覧表(レベル 1 プロダクト) 

 
 

⑨ 配布媒体及びフォーマット選択や PG パラメータの設定後、『Product 
Estimate/Order』画面で、<見積価格・予想仕上がり日>ボタンを押すと、『見積価

格・予想仕上がり日表示』画面が表示され、プロダクツ配布注文の全体の見積り価

格及び予想される仕上がり日を確認することができる。 
⑩ 配布媒体及びフォーマット選択や PG パラメータの設定後、『Product 

Estimate/Order』画面で、<DPR サブミット要求>ボタンを押すと、確認ダイアロ

グ表示後、ASTER GDS にプロダクツの配布注文が申し込まれる。その時、ASTER 
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GDS からのプロダクト配布注文の応答として『プロダクト要求結果』画面が表示

される。DPR（プロダクト要求）を発行した結果として、DPR ID（Order No.）
などが表示される。  

 
■ ログイン名･パスワードを持っていない方 

 
①ログイン名とパスワードを持っていない方は、以下の「ASTER データ配布申込

書」をご利用のパソコンから印刷して、上記（３）の配布注文プロダクツの検索

で見つけられたプロダクツ（グラニュール ID）、他必要事項を記入の上、以下の

《 宛先及びお問い合わせ 》に FAX または封書で申込む。 
 

 

  
(5) プロダクツ配布代金のお支払い  
① 上記(4)の手順にて、申込んだプロダクツ配布注文の配布料金について、ASTER 

GDS より請求書と見積書を郵送されるので、請求書に従って料金を支払う（指定

口座への振込み）料金の目安は、全 ASTER プロダクツ、1 グラニュール 9,800 円

（媒体料・送料込、税別）。料金受領後、ASTER GDS にてプロダクツ配布処理を

行う。 
  

(6) プロダクツの送付  
① GDS よりプロダクツ媒体（CD-ROM など）を宅急便または郵送でユーザに送付す

る。ASTER GDS よりプロダクツ媒体が送付されるまで、プロダクツ配布注文の処

理状況の確認や、処理状況によっては、プロダクツ配布注文の取り消しも行える。 
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（3）ユーザ登録 

まず、ASTER を利用したユーザは ASTER GDS へのユーザ登録申請を行う。ASTER GDS の

プロダクツ処理・配布サービスやデータ取得サービスを受けるユーザは、ASTER GDS へ

のユーザ登録を以下の［登録手順］に従って行なう。ASTER GDS では、ユーザ区分毎に

提供されるサービスが異なるので、要求するサービスを受けられるユーザ区分を考慮

して登録を行う必要がある。(以下参照) 

 

 
［登録手順］ 

 
 
図 2.2.2-2 に ASTER ユーザ登録申請書を示す。上記から ASTER ユーザ登録申請書（PDF
ファイル）にてダウンロードできる。 
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図 2.2.2-2 ASTER ユーザ登録申請書 
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（3）「GDS 利用者窓口システム」について  
上記の図 2.2.2-1 に示すフローチャートの該当箇所で行う ASTER GDS が提供する各サ

ービスは、ブラウザ画面で起動される「GDS 利用者窓口システム」のホームページ（URL: 
http://imsweb.aster.ersdac.or.jp/ims/html/MainMenu/MainMenu_j.html）から行う。ブラ

ウザ画面を操作することにより、該当ブラウザの画面を参照及び利用することができる。 
 
「GDS 利用者窓口システム」は、ASTER GDS が提供するサービスのうち、以下を行う

ことができる。 
1. ユーザ登録情報確認／変更 
2. ASTER 各種情報提供（軌道予測情報の参照） 
3. DPR（プロダクツ要求） 
4. DAR（データ取得要求） 
 

 
 

図 2.2.2-3  GDS 利用者窓口システムのメニュー画面 
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（４）「プロダクト配布注文のための簡易操作マニュアル」の操作概要 
 
１）プロダクト配布注文の手順 
「GDS 利用者窓口システム」の上記のサービスのうち、3（3）項については「プロダク

ト配布注文のための簡易操作マニュアル」を付録として添付するが、上記の URL にアクセ

スして 「プロダクト配布注文のための簡易操作マニュアル」(PDF 2.8MB)をダウンロード

もできます。同マニュアルから以下の項目について概要を示す。 
 
１）利用者窓口システムの起動 
２）ユーザ認証 
３）プロダクツの検索 
４）プロダクツ処理・配布注文 

 
 

1．「利用者窓口システム」の起動 

ASTER GDS のホームページから「GDS 利用者窓口システム」の『メインメニュー』画面が

起動される。 

 

2．ユーザ認証 

(1) 『メインメニュー』画面で、『●ユーザ認証』メニューを選択する。 

(2) 『ユーザ認証』画面が表示される。 

(3) 『ユーザ認証』画面にて、ASTER GDS から通知された「ログイン名」と「パスワード」

を入力し、＜ユーザ認証＞ボタンを押す。 

(4) システムにてユーザ認証が成功すると、メッセージを出し、『メインメニュー』画面

に戻る。 

(5) システムにてユーザ認証に失敗するとエラーメッセージを出し、ユーザ認証は行なわ

れない。 
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3．プロダクツの検索 

(1) 『メインメニュー』画面にて、『●DPR（プロダクツ要求）』を選択する。 

       

 

(2) 『DPR（プロダクツ要求）メニュー』画面が表示されるので、『DPR Search』を選択

する。 
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(3) 『DPR Search』画面が表示され、検索に必要な条件項目を設定する。条件項目のうち、

必ず値を設定しなければいけない項目は、「項目名」が強調表示されている。     

 

 

【DPR 検索 タグ画面の値指定】 

① 「検索範囲」：”ASTER GDS” 

② 「検索タイプ」：”インベントリ’’（デフォルト値は、”インベントリ”） 

③ 「センサ名」の設定（デフォルト値は、全てのセンサが選択された状態） 

④ 「センサ運用モード」、「処理レベル」、「ASTERxARID」、「雲量」、「夜昼要

求」、「ブラウズデータの有無」、「検索最大データ数」はオプション指定。 

⑤ 「データセット ID」は必須。検索したいプロダクツの種類。 

⑥ 「検索期間タイプ」：オプション指定。また、該当期間（プロダクトの観測日）

を設定したい場合、「検索期間タイプ」で選んだ期間”連続した期間”か”毎年

の繰り返し期間”について、その下部の該当するタグを選び、そのパネルで期間

（YYYY－MM－DD hh：mm：ss）を入力する。 

 

【検索地域タグ画面の値設定】 

 「検索地域」タグを選ぶ。検索地域を設定するための画面に切り替わる。 
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⑦ 「検索地域」：デフォルト値として“Search Area Input”が設定。 “Global Search”

も選択可。“Global Search”は、最北端＝90.Odeg，最東端＝180.Odeg，最南端＝

-90.Odeg，最西端＝-180.Odeg の範囲。 

⑧ 「検索地域」：“Search Area Input”を選択した場合は、「検索地域指定の方法」

で、”矩形”か”4項点”を指定。（デフォルト値は、”矩形”） 

⑨ ”矩形”か”4項点”に応じて該当タグを選択。 

⑩ 「矩形」タグでは、最北端、最東端、最南端、最西端に該当値を入力。画面右の地

図をマウスである 1 点から右下の方にドラッグすると自動的にその範囲の値が最

北端、最東端、最南端、最西端に入る。 

⑪ 「4 項点」は、項点 1～4 に該当値を入力。画面右の地図をマウスで 4 箇所クリッ

クすると自動的にその値が項点 1～4 に入る。 

⑫ 「地図レイアーオプション」タグを選んで、地図に表示したいオプション（河川＆

湖、国境、グリッド線）を指定し、＜地図上に表示＞ボタンを押すと、それを地図

に反映することができる。 

⑬ インベントリ検索で、必要な条件項目を設定後、画面下部の＜検索実行＞ボタンを

押すと、以下の『インベントリ検索状況』画面が表示される。 

 

 

⑭ 『インベントリ検索状況』画面では、＜新規検索＞ボタンを押すと、画面が検索用
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画面に戻り新しい検索ができ、＜アポート検索＞ボタンを押すと、検察の中止がで

きる。 

⑮ 検索が正常に終わると、『インペントリ検索状況』画面で、「正常終了」に赤いゲ

ージが達する。 

 

(4) インベントリ検索の結果として、以下の『DPR Inventory Search Result』画面が表

示される。 

 

① 『DPR Inventory Search Result』画面の上部に検索条件が、下部には検索条件を

満たしたプロダクツのグラニュール情報が一覧表示される。 

② 一覧に表示されたグラニュールを選択して、「インペントリ詳細情報」、「カバレ

ッジマップ」、「ブラウズ」、「コアメタデータ」、「スペシフイツクメタデータ」

タグの中から見たい情報のタグを選択すると該当情報を参照することができる。 

 

 4．プロダクツ処理・配布注文 

『DPR Inventory Search Result』画面からプロダクツ処理・配布注文を行う。プロダ

クツ処理・配布注文については、ユーザの希望により、以下の 2 つのパターンがある

ので、該当するパターンに従って注文をする。 

 

■ （パターン 1）ASTER GDS で保管しているプロダクツを保管のままの処理レベルで配

布注文したい場合 

■ （ハターン 2）ASTER GDS で保管しているプロダクツをもとに作成処理を行って、作

成された処理レベルのプロダクツを配布注文したい場合。もとになるプロダクト（処

理レベル）と作成できるプロダクト（処理レベル）の関係は下表のとおり。 
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以下、希望するパターンに従って手順を進める。一回の注文では、夜数のプロダクト

（グラニュール）を指定することができ、パターン 1，2は、一回の注文にプロダクト（グ

ラニュール）により混在しても良い。 

 

 

（パターン 1）（パターン 2）共通 

(1) 『DPR Inventory Search Result』画面の一覧で、（パターン 1）では欲しいプロ

ダクト（グラニュール ID）、（パターン 2）では作成のもととなるプロダクト（グ

ラニュール ID）を選択した後、＜グラニュールの選択＞ボタンを押すと、「プロ

ダクツ注文の有無」欄が”Yes”になる。この時、複数のプロダクト（グラニュー

ル ID）を選択することができる。 

 

 

(2) 一覧で該当プロダクト（グラニュール ID）を選んで「インペントリ詳細情報」タ

グを選び、その画面（以下）の「プロダクト注文の有無」チェックボックスをチェ

ックしても、一覧の「プロダクツ注文の有無」欄が”Yes”になる。 
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(3) 『DPR Inventory Search Result』画面の一覧で＜プロダクトの注文＞ボタンを押

すと、以下の『Product Estimate／Order』画面が表示され、選択したプロダクト

（グラニュール ID）が一覧に表示される。 
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（パターン 2）のみ （以下、（4）～（14）） 

(4) 『Product Estimate／Order』画面の一覧でプロダクト（グラニュール ID）を選択

し、＜PG パラメータ＞ボタンを押すと、選択したプロダクト（グラニュール ID）

に対する以下の『Product Generation パラメータ画面』が表示される。 

 

 

(5) 上記の『product Generation パラメータ画面』で、「PG」欄を”Yes”にし、「最

終プロダクト種別」欄で、配布を希望するプロダクト（処理レベル）をリストから

選択する。 

(6) 「最終プロダクト種別」欄で配布を希望するプロダクト（処理レベル）を選択した

ことにより、自動的に「配布＆中間プロダクト」欄にパラメータの設定が必要なプ

ロダクトの処理レベルが表示される。処理レベルは、配布そのものを希望する処理

レベルのものと、その作成過程の中間にできるプロダクトの処理レベルで、プロダ

クトにより 1つの場合もあり、複数の場合もある。 

(7) 上記『Product Generation パラメータ画面』を例にとると、もととなるプロダク

トの処理レベルは、”1A”で、配布を希望するプロダクトは、”2B01V”のため、

「最終プロダクト種別」欄は、“2B01V”を選択する。 

(8) 「配布＆中間プロダクト」欄には、”1B”，”2B01”が表示さる。 

(9) 「1B」タグ画面で、Product Generation パラメータの値（1B では、地図投影方や

内挿法）を選択し、＜設定＞ボタンを押す。 

(10) 「配布＆中間プロダクト」欄の”1B”で「パラメータの設定状況」欄が”Set by 

Default”から”customized Set”になる。（”Set by Default’’のままで、『Product 

Generation パラメータ画面』の＜OK＞ボタンを押すとデフォルト値が設定され

る。） 

(11) この例にたとえると、「2B01」タグを選び、以下の「2BOl」タグ画面で、Product 

Generation パラメータの値（2B01 では、エアロゾル情報源やオゾン情報源～DEM

斜度など）を選択し、＜設定＞ボタンを押す。 

(12) 「配布＆中間プロダクト」欄の”2B01”で「パラメータの設定状況」欄が”set by 
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Default”から”customized Set”になる。（”Set by Default”のままで、『Product 

Generation パラメータ画面』の＜OK＞ボタンを押すとデフォルト値が設定され

る。） 

(13) 上記のように Product Generation パラメータの値の設定を行なう。設定後、

『Product Generation パラメータ画面』の＜OK＞ボタンを押す。 

(14) 『Product Estlmate／Order』画面の一覧に戻り、該当プロダクト（グラニュール

ID）の「PG」、「PG 設定」欄が”Yes”になっている。 

 

（パターン 1）（パターン 2）共通 

 

(15) プロダクト（グラニュール ID）をどのような配布媒体及びフォーマットで出力す

るかを決めるため、『Product Estimate／Order』画面の一覧で、該当プロダクト

（グラニュール ID）を選択し、＜配布媒体及びフォーマット選択＞ボタンを押す。 

(16) 『Product Estimate／Order』画面に以下の『配布媒体及びフォーマット選択画面』

が表示される。 

 

 

(17) 「媒体種別」、「データフオーマット」、「切り出しセンサ名」（必ず”VNIR”，”

SWIR”，”TIR”の該当するものにチェックする。複数の指定が可能）を指定する。

指定後、＜OK＞ボタンを押すと、『Product Estimate／Order』画面の一覧（以下）

に戻り、該当プロダクトの「媒体種別」、「データフオーマット」、「切り出しセ

ンサ名」欄に指定した値が表示される。 
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(18) 上記『Product Estimate／Order』画面で、あるプロダクトの配布媒体及びフォー

マット、PG パラメータの各設定内容をそのまま利用したい場合は、＜コピー＞，

＜ペースト＞ボタンを利用すると複数の指定に便利。 

(19) 以上の手順で、各プロダクト（グラニュール ID）に対して、PG パラメータの設定

（（4）～（14））、配布媒体及びフォーマットの設定（（15）～（17））を行い、

『Product Estimate／Order』画面の一覧に表示された全てのプロダクト（グラニ

ュール ID）に対しそれらの設定をすると、＜見積価格・予想仕上がり日＞ボタン

と＜DPR サブミット要求＞ボタンが表示される。 

(20) ＜見積価格・予想仕上がり日＞ボタンを押すと、以下の『見積価格・予想仕上が

り日表示』画面が表示され、プロダクツ配布注文の全体の見積価格（税込価格）及

び予想される仕上がり日を確認することができる。 
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(21) この『見積価格・予想仕上がり日表示』画面の媒体種類リストの一覧で、該当す

る媒体をマウスで選択したのち、＜見積価格の詳細＞ボタンを押すと、以下の『価

格詳細表示』画面が表示され、該当媒体中の各プロダクト（グラニュール）の単価

とサーバからの通信ステータスを確認することができる。（通信ステータスが、”

OK”だと注文が行なわれ、”NG”の場合は、注文できない。）＜OK＞ボタンを押す。 

(22) 以上（20）、（21）にて、プロダクツ処理・配布注文の見積価格と予想仕上がり

日、注文媒体中のプロダクト（グラニュール）単位での注文の可否を確認すること

ができる。『見積価格・予想仕上がり日表示』画面で、＜OK＞ボタンを押すと、画

面が閉じ、『Product Estimate／Order』画面に戻る。 

(23) 『Product Estimate／Order』画面で、＜DPR サブミット要求＞ボタンを押すと、

確認ダイアログ表示後、ASTER GDS にプロダクツ処理・配布注文が申し込まれたこ

とになる。その時、ASTER GDS からのプロダクト処理・配布注文の応答として以下

の『プロダクト要求結果』画面が表示され、プロダクト処理・配布注文（DPR：プ

ロダクト要求）をした結果として、DPR ID（Order No．）が通知される。確認後、

＜OK＞ボタンを押すと、『Product Estimate／Order』画面に戻る。 
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DPRID： 

プロダクト処理・配布注文（DPR：プロダクト要求）の注文番号。プロダクト処理・

配布の進捗状況などを問い合わせる際のキー項目となる。 
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2.2.3 日本スペースイメージング（JSI）へのデータ注文について 

 
1） ホームページ（http://www.spaceimaging.co.jp/seihin/seihin1.html）内で「ライブラリ

ー画像整備エリア」を確認する。 
 
現在のデジタルジオ画像（図 2.2.3-1 青色部分）とデジタルオルソ・ライト画像（図 2.2.3-1

赤色部分）のライブラリー整備地域を日本地図上に展開して纏めており、実際整備されて

ある画像中には一部雲が含まれている箇所も含めて、注文に当たっては、事前に JSI 若し

くは代理店迄問い合わせのこと。現在の整備面積は約 21 万平方キロである。 
 

 
 

 

 
図 2.2.3-1 国内ライブラリー画像整備エリア 



 46

 
2）代理店または JSI に問い合わせればライブラリー画像の「撮影日」と「雲の状況」がブ

ラウズ画像（解像度を落とした間引きデータ）で概要の確認ができる。 
 
3）オーダーシート（図 2.2.3-2（1/2）～（2/2）、PDF ファイル）をダウンロードの上、所

定の項目に記入し、販売代理店または JSI に送付する。  
 

◇ オーダーシートの主な記入項目  
■契約先■利用目的■サービス形態（ライブラリー画像／新規撮影）  
■エリア（購入希望エリアのご指定は必ず緯度経度で記載する）  
■ 画像色・解像度■製品名■フォーマッ ト■画質 
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図 2.2.3-2（1/2）オーダーシート 
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図 2.2.3-2（2/2）オーダーシート 

 



 49

① 提供サービス形態 
ライブラリー画像か新規撮影依頼（標準/特別コース）を指定する。 
 
② 製品仕様 
IKONOS 画像は位置精度の異なる４種類の製品をご提供する。 
［デジタルジオ画像］  
■位置精度： 水平誤差 平地で数 m～数 10m、山地で数 10m～100m 程度（参考値） 
なお、地表面の標高差により位置精度は大きく異なるため、位置精度の保証は行っていな

い。誤差が大きい為、異なる画像間での画像の繋ぎ合わせ処理は行わない。  
■用  途： 地表の状況を見ることを目的としたユーザに最適な画像。  
■処  理： 地球の丸みによって生じる画像の歪みを補正している。（幾何補正）  
■提供可能エリア： 国内画像・海外画像共に提供する。  
 
［簡易デジタルオルソ画像］  
■位置精度： 水平誤差 ±15m（1σ）  
■用  途： 海外画像で小縮尺の地図を作成する場合に最適な画像。   
■処  理： デジタルジオ画像の幾何補正に加え、標高データによる正射投影補正を行っ

ている。   
■提供可能エリア： 海外画像のみの提供する。  
 
［デジタルオルソ・ライト画像］  
■位置精度： 水平誤差 ±3.5m（1σ）  
■用  途： ある程度正確な位置精度のユーザの利用に最適。縮尺 1／5,000 程度の地図

と重なる位置精度を有する。  
■処  理： デジタルジオ画像の幾何補正に加え、地上測量による地上基準点（GCP）と

標高データによる正射投影補正を行っている。  
■提供可能エリア： 国内画像のみの提供する。  
 
［デジタルオルソ・エキスパート画像］  
■位置精度： 水平誤差 ±1.75m（1σ）  
■用  途： 精密な位置精度のユーザの利用に最適。縮尺 1／2,500 の地図と重なる位置

精度を有する。  
■処  理： デジタルジオ画像の幾何補正に加え、地上測量による地上基準点（GCP）と

精密な標高データによる正射投影補正を行っている。  
■提供可能エリア： 国内画像のみの提供する。  
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図 2.2.3-3  IKONOS 画像の４種類の製品仕様 

 
③ 解像度/センサ及び④ 画像色（バンド構成） 
IKONOS 衛星は各種波長を同時に撮影しているため、製品化の際に色と解像度の組み合わ

せを自由に選択をすることができる。 
 
［パンクロマティック］1m 解像度の白黒画像。 
［マルチスペクトル］ 4m 解像度のカラー画像。マルチスペクトルセンサは近赤外・赤・

緑・青の 4 種類があり、この内 3 つを選択することも 4 つを選択することも可能。 
■3 バンドトゥルーカラー： 赤・緑・青の 3 つを選択。通常のカラー写真のような画像

になる。  
■3 バンドフォルスカラー： 近赤外・赤・緑の 3 つを選択。近赤外センサの特性を活か

し、植物活性度など人間の目に見えにくいものを強調して表現することができる。  
■4 バンド ： 近赤外・赤・緑・青の 4 つすべてを選択。各種組合せによる画像解析に適

している。  
［パンシャープン］1m 解像度のカラー画像。パンクロマティックとマルチスペクトルを組

み合わせることにより作成される。色は近赤外・赤・緑・青の 4 種類があり、この内 3 つ

を選択することも 4 つを選択することも可能。  
■3 バンドトゥルーカラー： 赤・緑・青の 3 つを選択。通常のカラー写真のような画像

になる。  
■3 バンドフォルスカラー： 近赤外・赤・緑の 3 つを選択。近赤外センサの特性を活か

し、植物活性度など人間の目に見えにくいものを強調して表現することができる。  
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■4 バンド ： 近赤外・赤・緑・青の 4 つすべてを選択。各種組み合わせによる画像解析

に適している。 
 
⑤ 購入エリア 
4 隅の緯度/経度または中心緯度/経度（東西、南北の長さも含む）で購入エリアを指定する。

都道府県名、市区町村名を記載する。 
 
⑥ 購入場所指定地図 
添付の有無を記載する。 
 
⑦ 購入面積 
ライブラリー画像の場合は 25km 平方、新規撮影の場合は 121km 平方が最小画像購入面積

となる。 
 
⑧ 撮影日 
ライブラリー画像の場合の撮影年月日を記載する。 
 
⑨ 希望納期 
希望の納期を記載する。（新規撮影の場合は JSI または代理店に問い合わせのこと） 
 
⑩ ファイル形式 
標準フォーマットは GeoTiff。その他、以下のフォーマットでの提供も可能。（選択可能。

一部有償の場合もあり）ERDAS.img／ビットマップ／Jpeg 等  
 
⑪ メディア 
標準メディアは CD-ROM。その他、以下のメディアでご提供することも可能。（選択可能。

一部有償の場合もあり）8m テープ／4mmDAT  
 
⑫ 画質 
標準画質はバンドごとに 8 ビット／画素。11 ビット／画素でご提供することも可能。（選択

可能）  
 
⑬ 座標系  
標準座標系は、国内画像は平面直角座標系（東京測地系）、海外画像は UTM（WGS84）。 
国内画像の場合は UTM（WGS84）でも提供可能。（選択可能）  
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⑭ 画像間の接合・色調整 
接合、色調整の要（標準）/不要を指定する。 
 
⑮ ライセンス形態 
一般ユーザー、マルチユーザー、その他を指定する。 
 
 
４）価格表 

価格表を図 2.2.3-4 に示す。 
 

 
 

 
 

図 2.2.3-4 IKONOS データの価格表 


